
 
 
 
 
 

 

「未来を創る学び」共同研究事業 成果発表会（ｵﾝﾗｲﾝ）を実施します 

（日本マイクロソフト（株）×慶應義塾大学SFC研究所×岐阜県教育委員会 産学官連携協定事業）  

 

県教育委員会と日本マイクロソフト（株）及び慶應義塾大学 SFC 研究所は、「未来を創る学び」の

実現を目指して連携協定を締結しています（令和3年6月11日締結）。この連携に関する事業のうち、

高等学校等の現場教員による「未来を創る学び」共同研究の成果発表会を以下のとおり実施します。 

 

１ 日 時 令和４年２月２日（水） １０時～１６時 

２ 場 所 岐阜県総合教育センター ２階 パソコン室Ⅰ･Ⅱ（オンライン形式で開催） 

  ※ 今般の新型コロナウイルス感染症の感染状況に鑑みてオンライン形式で開催します。助言者

の鈴木寛(すずきかん)教授もオンラインで参加します。 

３ 内 容 グループごとに年間の共同研究の成果を発表（１グループあたり１５分） 

  ＜テーマの例＞・岐阜県の理想の教師像と理想の教育 

         ・未知のものへの挑戦を楽しむためのワクワク感のある授業 

         ・ICTを活用した生徒の主体性を育てる学校教育 

         ・「ファシリテーション」の手法を取り入れた授業の在り方 

４ 助言者 慶應義塾大学SFC研究所 Society5.0ラボ代表 鈴木 寛 教授  

※なお、取材を希望される方は事前に担当（安部）までご連絡ください。当日は新型コロナウ

イルス感染対策の上、岐阜県総合教育センターで取材対応させていただきます。 

       

       

       

     

 

 

 令和４年１月２５日（火） 岐阜県発表資料 

担 当 課 担 当 係 担 当 者 電話番号 

教育総務課 

ＩＣＴ教育推進室 
ＩＣＴ教育企画係 安部 博貴 

 内線 4972 

 直通 058-272-8244 

 ＦＡＸ 058-278-2812 

【「未来を創る学び」共同研究について】 

○ ねらい 「未来を創る学び」（※）を実現する教え方・学び方改革のために、新たな資質を身に付け

た教員を育成する。そのためには、教員自身が「未来を創る学び」を体験することが必要で

あり、参加教員が大学の専門家等と連携しながら、探究的な学びを展開する。 

※「正解のない課題に対し、他者とともに考え、解決方法を模索していく力」のこと 

○ 参加者 参加教員   ４７名（県内の公立高等学校・特別支援学校の教員等） 

オブザーバー ３０名（日本マイクロソフト（株）社員、慶應義塾大学SFC研究所員等） 

○ 年間の流れ  

令和３年 ５月  参加者を公募、グループ分け（８グループを編成） 

6/18  鈴木寛教授によるキックオフセッション、熟議ワークショップ 

６月～ グループごとの研究活動①（Microsoft Teamsを活用して議論、研究） 

9/29  中間発表会、鈴木寛教授による指導・助言 

10月～ グループごとの研究活動②（Microsoft Teamsを活用して議論、研究） 

令和４年 2/2   成果発表会 


